
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

相談(手続き)窓口が利用しやすいと思う人の割合（％）

改善傾向

電子自治体の進展や庁内情報化によって総合窓口を設置する自治体が増加している。
窓口の「たらい回し」や接遇態度へ批判が集まるとともに、行政に効率化が求められている。
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現状評価 Ａ 市役所新庁舎の市民課窓口で、住民登録等の異動に伴う手続きを総合的に案内するとともに、情報の
連携により帳票記載を簡素化し、来庁者の利便の向上を図っている。また、窓口が利用しやすいと考え
る人の割合は、長期的には上昇している。
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住民が相談できる窓口が一元化されていて、利用しやすい場
所にある

施策名 市民が利用しやすい窓口にする No.54
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート

管財課、市民課、市民税課、資産税課、
窓口課（尾西事務所、木曽川事務所）
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評価がＢ・Ｃの場合

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

総合計画推進市民会議による現状評価（※総合計画推進市民会議が発表した「重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の評価書」から転記）

長期成果（事業群③）

評価 Ａ 指標３は、新庁舎になって改善傾向となっている。新庁舎の窓口は市民にとって利用しやすくなり、また
職員の窓口対応もていねいで親切である。

評価

次年度の
改善計画

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

長期成果（事業群④）長期成果（事業群①） 長期成果（事業群②）

改善傾向


